
主人公ペウロンの傍らにポストオフィスタワーを
配することで、事態は逆説的に推移することが象

徴的に示される。

研究発表要約

Ｚ流ｅ脈“α"d the Goo〃を力の行使の視点から読む

内 藤 亨 代

この小説は法律家ジョン・デュケインが或る事
件の真相解明を委ねられ、任務を遂行するうちに
今まで抱いてきた自己認識の誤りに気づいていく
過程を描いている。デュケインは人に対して力を
振るうことに嫌悪感を持ち、極力避けてきた。し
かし人と人との交渉には必ず何らかの力のやりと
りが生じる。まして事件の解決には当然力の行使
が要請される。この小説の中心の筋は、デュケイ
ンがいかにして正しく力を行使できるようになっ
たかをたどるものである。
事件の真相に近づくにつれてデュケイン自身も

事件に巻き込まれる事態となり、思いも掛けない
方向へ進展していく。これまでデュケインは高潔
な、正しい人と周囲から尊敬され、自分でもそう
自負してきた。しかしその自画像は次第に崩れ、
自分は決して善くも正しくもない人間なのだと
悟っていく。事件の決着として一人の人間の処遇
を決定しなければならなくなって苦慮していると
き、水難救助に赴いて自分も死に直面する。死の
下に自分の生を見返したデュケインは、死の前に
は人は平等であることを知って、そこから他者を
発見する。救助の後、デュケインは処遇を決定し
た。法を犯した事実を見逃すことはしないが、法
の厳格な適用も求めなかった。その人間に新しい
生を歩み始めるきっかけを与えたのである。デュ
ケインは正しい自己認識を得たことと死に直面し
たことによって、力を自分を誇示するためではな
く、正しく行使できるようになった。
さて、最終章にテオ・グレイの長い内的独白が

置かれている。テオはデュケインの物語では最も
周辺に位置する。テオはインドにいたとき出家し

たが事件を起こして帰国した。それから長い年月
をかけてテオは自分の過ちの意味を悟っていく。
テオは自分の内にある巨大な空白に気づく。そ

の飽くことを知らない空白が無限な自己拡大を要
求し、それが他者へ向かうとき愛の顔となる。そ
れは当然恐るべき力として働く。テオは僧院への
帰還を決意する。自分の内にある力を僧院に預け
ることにしたのである。
テオの視点からデュケインの世界を見るとどう

映るのか。テオは「人は人に対する狼だ」と酷評
している。デュケインは自分の内に巨大な空白が
あるとは感じていない。自分の力はコントロール
可能なものとして自覚されているから、その使用
の仕方が問題となる。テオの場合は自分の存在そ
のものが凶暴な力として捉えられている。マー
ドックはデュケインの世界を決して批判的に描い
てはいない。しかしテオの視線はそれを全体とし
て見渡させる。するとそれは単にデュケインの自
己発見や幾組かの幸せな結合の物語ではなくて、
この世だけで完結する生の限界を露わにしてみせ
るのである。
さらに物語の最後は9歳の子どもたちの姿で締

めくくられる。純真で無垢で、同時に全く無力な
子どもたちだけに見える空飛ぶ円盤がある。それ
は人間界に何ら介入せず、子どもたちは何かを願
うことさえせずに、ただ見ている。それが善その
もの、或いは善のイデアを示していることは疑い
ないが、それを見ることができる子どもたちも、
本当にはこの世に属していないと言えるだろう。
デユケインはこの現実の世界で力を正しく行使

することを学んだ。テオは自分の中の凶暴な力を
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僧院に預けた。この世での力の放棄である。さら
に子どもたちは力を持たない存在を呈示してい
る。私たちは10年後のＭｨ"sα"dSoﾉdie応におい

て、力の行使がもっと鮮明に描かれ、力の放棄が
もっと自覚的な内的検討を呼び起こしているのを
見出すだろう。
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『海よ、海」におけるボストコロニアリズムの影

塩 田 勉

『海よ、海」には、①イギリスの植民地時代の
記|意を呼びさます語句、②植民地時代への連想を
誘う典拠、③侵略の歴史をきざむ故地、④現代ま
で残りつづける「上から目線」や「支配者意識」
をまとった人物など、いわば「ポストコロニアリ
ズムの影」が散見する。そうした箇所に側鉛を下
ろせば、いずれも深いところに横たわる宗主国意
識の岩床に突き当たり、そこから人物たちを透か
して見ると、見かけとは異なる構図が浮かび上が
る。
①植民地時代の記憶に繋がる章句には、アラビ
アのロレンスヘの言及(175)、「屋敷の一部を植
民地化した」(17)、と言うチャールスの言葉や、
植民地から掠奪した財宝の収蔵庫大英博物館を縮
図にしたようなジェイムズの部屋の詳細な描写
(172-173)がある。ジェイムズの死後、彼が蒐集
した東洋関連の品々も大英博物館に収蔵されてい
る（496,498)。
②植民地時代への連想を誘う典拠には、シェイ
クスピアの『嵐｣、ジェイムズの口癖になってい
るベロックの機関銃賛歌（483）がある。『嵐」の
舞台は、バーミューダ島やパタゴニアが擬せら
れ、プロスペロー（チャールズ）は、機関銃なら
ぬ魔法の杖で、原住民キャリバン（ペリグリン）
や地精エアリアル（リジー）を支配していた。ベ
ロックの機関銃賛歌は、アフリカのオムドウルマ
ンの戦い(1884)以降、イギリスの植民地支配を
決定的にしたころに作られ、機関銃は、帝国の魔
法の杖となっていた。
③侵略の歴史をきざむ故地は、チベットのクン

ブム(172)、インドのデラドゥーン(64)、アフ
ガニスタンのカイバル峠(193)、シリアのダルア
(175）など、かつて大英帝国が食指を伸ばし、侵
略した故地である。作品では、陸軍の情報将校と
なったジェイムズが、これらの土地で暗躍したこ
とが暗示されている（486-487)。
④「上から目線」や「支配者意識」をただよ
わす人物には、演劇界で、「独裁者｣、「タルタル
人」(37)、「ジンギスカン」（399)、と書えられた
チャールズがいる。ハートレーに対するストー
カー行為や位致監禁は、ハートレーが糾弾すると
おりである(300)。しかし、優越者として無意識
に振る舞う態度は、別の形でジェイムズにも見て
取ることができ、チャールズとジェイムズの隠れ
た類似‘性を暴露する。
チャールズは、①ハートレイを支配し、②タイ
タスの命を失わせ、③ペリグリンに罪を犯させた
結果、④演劇界を支配した魔法の杖を捨て、魔術
師プロスペロを廃業する。
ちょうどそのように、ジェイムズも①大英帝国

に奉仕するスパイとしてチベットその他アジアの
民族を支配し、②ミラレパの命を奪い（447)、③
トゥルパやミラレパに祖国を裏切る罪を犯させ
(486-487)、結局、④魔術に堕した神秘主義を
捨て、チベット仏教のワンダーランド(172-173)
を離れるだけでなく、他国を支配した魔法の杖
(機関銃）を捨て、機関銃に象徴される「グリー
ン・ジャケット」の隊員としての経歴に自ら終止
符を打つ（473)。
チャールズとジェイムズという、一見、対照的
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